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第 5 章では、第 4 章における問題を三次元問題に拡張するとともに、入射波がビーム波の固有モー
ドである場合を取り扱っており、解析方法として 第 3 章で用いた方法と第 4 章で用いた方法とを併
用している。すなわち、素平面波の重ね合わせとして積分形で表示された反射波、透過波を、積分形
のまま、それぞれ反射固有モード、透過固有モードで展開することにより、入射固有モードと反射お
よび透過固有モード聞の結合係数を簡明な形で求めている。また、この係数を検討することにより、
固有モード入射時における反射波、透過波の一般的性質を明らかにし、さらに、基本モード入射時の
透過波について、透過基本モードおよび透過高次モードの発生量を求め、これをもとに、基本モード
入射時の透過波が適当な値のパラメータをもっ透過基本モードで十分近似しうることを明らかにして
いる。
第 6 章は本論文に関する結論で、本研究の成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文 はミリ波帯におけるビーム導波系について基礎的な研究を纏めたものである。レンズ列ビー
ム導波系に用いられる位相変換素子である誘電体レンズに平面波あるいは球面波が入射した場合にフ
レネル領域まで適用きれる回折界の式を導き、またビーム波が開口によって回折される場合に、回折
界の固有モード展開を行ない固有モードの透過係数、モード変換係数を求めて具体例について特性を
論じている。これらについては70GHz で実験を行ない、解析の妥当性を確かめ、またレンズの有効
焦点距離のー測定法を提案している つぎに 誘電体境界平面にビーム波が入射した場合にビーム波
を素平面波の合成として取扱って反射波、透過波を論じまた反射波透過波をビーム波の固有モードで
展開することによって、入射固有モードと反射および透過固有モード聞の結合係数を簡明な形で求め
具体的な数値例をあげてその特性を明らかにしている。以上の結果はビーム導波系の設計の基本とな
るものであり、通信工学上有意義な成果である。
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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